

























































1 参 照 〉
米価高騰の山は三つあるが、この中で明治九 から始まって十
三年に頂点を迎え 第三 山が問題である。 十万の地廻米刊に比すると十三年十二月に於ける同米の値段 二、八倍となっている。とく この高騰は十二年から十三年にかけて、殆ど毎月の上昇となっている。
こうした値段の上昇は米以外の諸商品についても見られた。次
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銭 I I 
又号室会｜明13 I 
銭 I I 
ニE重き81 明14 I 




















































































































































































四 一 六 一 一
一
これは明治十六年の数字であるが、十年代前半も大差なかった

































運動の一翼を荷うようになったのも、また、己むを得ない勢であっ た ろ う 。
玉、動労市民の困窮
イシフレが賃金労働者に打撃を与える事は昔も今も変りがな
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清 〉 委 員
昭和三十一年度予算案審議会計伊藤委員昭和三十一年度行事予定 ハ清）委員その他質疑応答あり、藤井、竹内両教授より所感を述べていたY
いた。続いて次の如く研究発表会あり。
用水・治水問題より観たる江一円近郊農村の一型態
l
特に三給地
としての和泉村の場合
i
大学院卒業生黒崎菊江
江戸時代農村人口の減少と対策の研究
i
特に中期以後に於ける
間引二男以下と奉公人について
i
大学院高橋令治
士族の崩壊過程
l
主として明治初年から九年頃まで
大学院新井わか子
右につき活漉な質疑応答あり。出席者藤井、板沢、竹内、丸山各教授芥川助手卒業生、在学生・会員約六 名参加
六月ザ四日春季由民蹟調査
於史学研究室
午後六時！九
四
Hosei University Repository
